
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「『心・感性』」と『テクニック』」  

 新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い 

いたします。 

昨日降り出した雪は予想外の積雪となり、今朝は学校校門からの通路、 

昇降口に降った雪が着氷しておりました。出勤してきた職員で除雪という 

より解氷？作業を行いました。何とか生徒登校時には危険な状態は回避し 

て迎え入れることが出来、ホッといたしました。 

太陽に輝く雪景色の中、元気に登校してきた生徒の姿を見て「さぁ、今年も頑張るぞっ！」と 

いう気持ちが生まれました。それを継続していきたいと思った朝でした。 

さて、今月は「今、現代に求められている力」について考えていることを述べたいと思います。 

最近興味をもったことの一つとして、東京オリンピック２０２０「ソフトボール」ゴールドメ 

ダリスト上野由岐子選手の決勝でのエピソードがあります。彼女はこの日、投球フォームに違和

感を覚え、失投を重ねる苦しいピッチングだったそうです。テレビでのライブ観戦をしていた私

には全くわかりませんでしたが、確かに危ない場面はありました。しかし、チーム力で乗り越え

ていく日本。その裏で彼女はフォームの修正をトレーナーと共に最後まで繰り返していたので

す。 

これを知った私は、上野選手は「心」だけで投げているのではなく、「心」とともに、いや「心」 

を土台に投げているのだと感じました。磨き上げた「技術」と、ずっと持ち続けた「心」を車輪

の両輪として投げ抜いたと言えるのではないでしょうか？ 

もう一つ、文化・芸能関係ではこんな話にも興味を持ちま 

した。よく沖縄の三線をやる人は「唄はちむぐくるが大事」 

だと言うそうです。ただ唄うのではなく、真心や魂を丁寧に 

込めることが大事だという意味だそうです。ところが「技術 

などどうでもいい、真心がこもっていれば下手でも良いの 

だ」と本来の大切な意味をはき違えている人が多いとのこ 

と。「それは大間違いだ」とある師匠は指摘します。「細やか 

1 月 7 日朝 昇降口整備   なテクニックを学ぶことを抜きにして、どうして人の心に訴

える唄が唄えようか」と・・・。 

スポーツの世界にしろ文化・芸能の世界にしろ「心」や「感性」というものを好む人、重んじ 

る人は、なぜか「テクニック」を嫌い、軽んじる傾向にあるような気がしています。しかし本来、

それらは対立するものではなくて、支え合って成り立つものではないかと、上野選手、三線奏者

の方から教えられました。 

様々な物事から学び、そして学んだことを生かす努力（思いを深める・技術を高める…等）を 

積み重ねること。そして続けること。できれば多くの人とつながって、学び、生かすことを挑戦

し続けたい。未来に立ちはだかる壁を、そこに生きるであろう今の子どもたちのために、みんな

で乗り越えていきたいと思います。 

 

 

 

２０２１年（令和３年）度 

藤沢市立善行中学校 学校だより 

校長 小林 秀夫 
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〇善行トピックス 

その一「まさかまさかの雪原に・・・」 

 1月 6日（木）予報が出ていたとはいえ、早い時間から降り始め 

るとは思いもよりませんでした。寒さも厳しく、夕方には雪景色。 

部活動で登校していた生徒たちの下校時に楽しそうな声も聞こえて   「1月 6日の積雪」 

きました。 

 1月 7日（金）は晴天。しかしグランドは使えません。「雪だるま 

つくらせてください！」との要望あり。「グランドを守るためにガマ 

ンしてね！」と気持ちは分かるんですけど……。控えてもらいまし 

た。 

その二「年始から一直線」                      「1月 7日グランド（昼）」 

 冬休み明け 1月 7日から 3年生は実力テストを受けました。本当 

にあっという間に推薦入試、私学一般入試、そして公立高受検と続 

きます。廊下窓から覗くと集中力が伝わってきました。 

              厳しい寒さの冬。この時期、桜の木の内部では開花に向けてエネ 

ルギーを作っています。 

「鉛筆の音しか聞こえない」   皆さんの今は、まさに桜の木と同じです。今が 

厳しければ厳しいほど成果がしっかり出てきます。 

「がんばれ 3年生！」・・・と「置くとパス」が応援しています。 

その三「オミクロンを止めよう！」 

 今後、大切な儀式や学習が続きます。厚生労働省から出ている防止に向けた取り組みを再度確

認して、続けていきましょう。オミクロン株であっても防止対策はこれまでと同じだと専門家は

言っています。大丈夫そうだからと手を抜き始めたあなた。もう一度初心にかえりましょう。 

 感染拡大防止のためのお願い（厚生労働省 HPより抜粋） 

お願い１：「三密」（密集、密接、密閉）を避けましょう。やむを得ない場合には、マスクをする

とともに、換気をする、大声で話さない、相手と手が触れ合う距離での会話は避ける、

といったことに心がけてください。 

お願い２：手洗いや咳エチケット（咳やくしゃみをする際、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖、

肘の内側などを使って、口や鼻をおさえること）をお願いします。 

 

 

 

 

 

１・2月の主な予定               / 9（水）私立高入試 6 組 お別れ遠足 

１/ 7（金） 朝会 ３年実力テスト              /10（木）6 組保護者研修会（2 回目：14 日） 

 /20（木）～22（土）１年八ヶ岳野外体験教室  /14（月）～18（金）6組保護者面談 15（火）～18（金）公立共通選抜  

/24（月）１年振り替え休業                   /16（水）～18（金）１・2 年学年末試験 

 /27（木）２年合唱コンクール                /20（日） 新入生体育着等採寸(10:00～12:00) 

/31（月）3 年学年末試験                      /21（月） 公立共通選抜追検査 

2/ 1（火）授業参観週間（～4日） 6組陸上記録会   /22（火） 2 年実力テスト  

 / 3（木）新入生保護者説明会               /28（月） 3 年お別れ遠足 


